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繰延税金資産の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2024 年 1 月期（2023 年１月 21 日～2024 年１月 20 日）において、下記の通り繰延税
金資産の計上を行いました。これに加えて、最近の業績動向を踏まえ、同期間の通期業績予想に
ついて、下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
1 ．繰延税金資産の計上について 

 海外飲料事業の大半を占めるトルコ子会社において、従来の IFRS による IAS 第 29 号「超イン

フレ経済下における財務報告」だけでなく、トルコ現地の税務および会計処理においてもインフ

レ会計が適用された影響などにより、2024 年 1 月期の繰延税金資産は 22 億 68 百万円となりまし

た（第 3 四半期末と比較して 12 億 48 百万円増加）。 

 

2 ．2024 年 1 月期 通期連結業績予想数値（2023 年 1 月 21 日～2024 年 1 月 20 日） 
 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純損益 

１株当たり 

連結当期純損益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

211,800 

百万円 

2,500 

百万円 

1,600 

百万円 

800 

円 銭 

25.47 

今回発表予想（Ｂ） 213,000 3,700 3,100 4,400 140.03 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,200 1,200 1,500 3,600  

増 減 率（ ％ ） 0.6％ 48％ 94％ 450％  

（参考）前期連結実績 

（2023 年１月期） 
160,130 707 591 △507 △16.20 

（注）当社は、2024 年 1 月 21 日付で普通株式１株につき 2 株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり連結当期純損益を算定しております。 
 

（修正の理由） 

売上高は、国内飲料事業において価格改定効果が順調にあらわれたこと、また、海外飲料事業

の大半を占めるトルコ子会社において、中東問題を受けた飲料受注が急増したことなどにより、

好調な見通しとなっております。また利益面では、上記各事業の売上高増加効果を受けたことに

加え、海外飲料事業のコスト削減が奏功したほか、親会社株主に帰属する当期純利益においては、

繰延税金資産の計上による法人税等調整額△20 億 54 百万円（△は利益）を計上しました。 

このような状況を踏まえ、2024 年 1 月期通期連結業績予想を 2023 年 11 月 27 日公表のものか

ら見直し、上方修正しました。なお、2023 年 3 月 3 日に公表した配当予想については、安定配当

維持継続の方針により、実質的な変更はありません。 

（注）業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報および合理的と判断する前提に基づ

いており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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